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現行(JSCC)法と新(IFCC)法の相関【ALP】

測定値は約1/3になります。
二法の相関は良好です。

N = 100
r = 0.9967
Y = 0.3686 X － 1.66

胎盤型出現検体

小腸型出現検体

測定値の挙動は、アイソザイムにより異なります
(小腸型:低値傾向、胎盤型:高値傾向)。
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X : 現行(JSCC)法試薬
装置名 : LAbOSPECT008
ﾒｰｶｰ名 : 富士フイルム和光純薬

Y : 新(IFCC)法試薬
装置名 : LAbOSPECT008
ﾒｰｶｰ名 : 富士フイルム和光純薬


